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１．研究計画の概要 
 インターネットはベストエフォートのサ
ービスであり，通信の品質が一定していない．
しかし，インターネットを利用するアプリケ
ーションの中には，一定の品質を必要とする
ものもあり，また，インターネット利用者の
中で安定した品質を求める声も多い．このよ
うな声に応える一つの例として差別化サー
ビスがある．差別化サービスにおいては，品
質の差に応じて料金にも差を付けることに
なる．すると，利用者は，品質と料金の関係
を見て，自分に適したクラスを選択すること
になる．これにより，各クラスのトラヒック
が変わる．具体的には，品質に対して利用者
の効用が決まり，その効用に対して利用者の
支払意思額が存在する．その支払意思額と料
金とを比べてクラスの選択を行うことにな
る．また，同じ品質でも，コンテンツの内容
により，効用や支払意思額は異なる．すなわ
ち，これからのインターネットサービスにお
いては，料金の要素が重要になり，クラス選
択を代表例として，サービスを利用するか否
か，利用するとしたらその量はいくらかなど，
さまざまな面に関係してくる． 
 本研究では，第一に現在のインターネット
トラヒックの解析を行って，その性質を明ら
かにする．第二に，料金要素の導入を行って
理論を構築し，それに基づいたトラヒックの
制御法やサービスの提供法などの提案を行
う． 
 
２．研究の進捗状況 
 差別化サービス環境においては，トラヒッ

ク分析の結果に基づいて各クラスの制御を
行い，所定の品質が得られるようにする．ト
ラヒックデータを得る方法としては，必要な
箇所に的を絞って測定するアクティブ測定
が不可欠である．アクティブ測定にはいろい
ろな方法があるが，いずれも測定結果にある
程度の誤差を有している．差別化サービス環
境における制御においては，トラヒック測定
の誤差が影響を与えるので，トラヒック理論
構築においても精度を考慮する必要がある．
そこで，アクティブ測定の精度を分析する新
しい手法を提案し，いくつかのアクティブ測
定法の比較検討を行った．また，トラヒック
の検討では，例え理論検討であっても，その
精度の確認などのためにシミュレーション
が必要になる．そこで，実際のトラヒックデ
ータの性質を基に，シミュレーショントラヒ
ックを発生させる新しい手法を提案した． 
 トラヒックと料金が関係する例として，
VOD (Video On Demand)形 IP放送サービス
を取り上げ，その品質を経済学的な面から検
討した．サービスに加入するユーザが増加す
れば，事業者の収入も増加するが，呼損が多
く発生するためユーザ効用は減少する．した
がって，事業者はユーザ効用を確保するため
に，配信サーバの設備拡張を行う必要がある．
しかし，過剰な投資は事業者にとって負担と
なる．事業者は，サーバコストを最小限にし
て収益を確保し，ユーザの効用も確保するよ
うな視聴料金設定をする必要がある．さまざ
まなサーバ容量における視聴料金とユーザ
便益及び事業者収益の関係を求め，ゲーム理
論を用いてナッシュ交渉解を求めることに
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より，ユーザ便益と事業者収益が妥結できる
同時送出可能ストリーム数と視聴料金を明
らかにした． 
 以上の検討のほか，マルチキャストコンテ
ンツ配信において複数速度を設けてユーザ
全体の効用を大きくする方法，ネットワーク
の輻輳に応じた適応的料金設定などについ
ても検討を行った． 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している． 
（理由） 
 インターネットトラヒックの解析は古く
から行われている検討であるが，トラヒック
の性質は年々目まぐるしく変化している．本
研究では最新の性質を調べてモデル化を行
った．また，料金に基づく制御法や最適設計
の検討も計画以上に進展している． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 引き続きこれまでの研究を推進するとと
もに，目まぐるしく変化するインターネット
利用のアプリケーションに対応した最新の
研究成果を目指すようにする． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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